
秒
・
七
九
の
地
点
ま
で
引
い
た
線
、
市
道
区
画
街
路
南
三
十
八
号
線
、
市
道
南
光
院
丁
線
、
青
葉

区
一
番
町
二
丁
目
一
番
三
と
同
丁
目
一
番
一
、同
丁
目
一
番
二
及
び
同
丁
目
一
番
五
と
の
境
界
線
、

一
般
国
道
二
百
八
十
六
号
線
、
市
道
柳
町
通
一
号
線
、
市
道
愛
宕
上
杉
通
二
号
線
、
市
道
中
央
一

丁
目
西
宮
城
野
線
、
市
道
榴
岡
二
号
線
、
市
道
榴
岡
一
丁
目
一
号
線
、市
道
東
八
番
丁
小
田
原（
そ

の
一
）
線
、
市
道
東
八
番
丁
小
田
原
（
そ
の
二
）
線
、
市
道
榴
岡
二
丁
目
二
号
線
、
市
道
榴
岡
一

号
線
並
び
に
市
道
名
掛
丁
一
号
線
を
経
て
起
点
に
至
る
線
（
道
路
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
中
心
線
）

で
囲
ま
れ
た
区
域

第
二
条
の
表
神
戸
三
宮
駅
周
辺
・
臨
海
地
域
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

広
島
都
心

地
域

広
島
市
中
区
の
う
ち
、
市
道
中
一
区
九
十
八
号
線
と
市
道
中
一
区
中
広
宇
品
線
と
の
交
会
点
を
起

点
と
し
、
順
次
同
市
道
、
市
道
中
一
区
百
十
二
号
線
、
市
道
中
一
区
百
十
八
号
線
、
市
道
中
一
区

百
十
三
号
線
、
市
道
中
一
区
百
二
十
六
号
線
、
一
般
国
道
五
十
四
号
線
、
市
道
中
一
区
百
二
十
九

号
線
、
北
緯
三
四
度
二
三
分
五
二
秒
・
六
九
東
経
一
三
二
度
二
七
分
二
三
秒
・
二
二
の
地
点
か
ら

北
緯
三
四
度
二
三
分
五
三
秒
・
七
〇
東
経
一
三
二
度
二
七
分
二
二
秒
・
三
一
の
地
点
ま
で
、
同
地

点
か
ら
北
緯
三
四
度
二
三
分
五
五
秒
・
六
七
東
経
一
三
二
度
二
七
分
一
五
秒
・
三
一
の
地
点
ま

で
、
同
地
点
か
ら
北
緯
三
四
度
二
三
分
五
五
秒
・
六
四
東
経
一
三
二
度
二
七
分
一
四
秒
・
七
五
の

地
点
ま
で
及
び
同
地
点
か
ら
北
緯
三
四
度
二
三
分
五
六
秒
・
七
三
東
経
一
三
二
度
二
七
分
一
〇

秒
・
五
九
の
地
点
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
引
い
た
線
並
び
に
同
地
点
ま
で
引
い
た
線
を
延
長
し
た
線
、
旧

太
田
川
、
一
般
国
道
百
八
十
三
号
線
、
市
道
中
一
区
二
百
十
五
号
線
、
市
道
中
一
区
二
百
七
十
三

号
線
、
市
道
中
一
区
二
百
七
十
四
号
線
、
一
般
国
道
五
十
四
号
線
、
市
道
中
一
区
二
百
五
十
六
号

線
、
市
道
中
一
区
御
幸
橋
三
篠
線
、
市
道
中
一
区
駅
前
吉
島
線
、
市
道
中
一
区
比
治
山
庚
午
線
、

市
道
中
一
区
百
三
十
九
号
線
、
市
道
中
一
区
百
六
十
六
号
線
、
市
道
中
一
区
百
四
十
四
号
線
、
市

道
中
一
区
百
五
十
九
号
線
、
市
道
中
一
区
百
五
十
三
号
線
、
市
道
中
一
区
百
四
十
三
号
線
、
市
道

中
一
区
百
四
十
七
号
線
、
市
道
中
一
区
百
四
十
一
号
線
、
市
道
中
一
区
百
四
十
五
号
線
、
市
道
中

一
区
百
三
十
四
号
線
、
市
道
中
一
区
九
十
三
号
線
、
市
道
中
一
区
百
八
号
線
並
び
に
市
道
中
一
区

九
十
八
号
線
を
経
て
起
点
に
至
る
線
（
道
路
又
は
河
川
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
中
心
線
）
で
囲
ま
れ

た
区
域

広
島
市
東
区
及
び
南
区
の
区
域
の
う
ち
、
市
道
東
五
区
四
十
号
線
と
市
道
東
五
区
六
号
線
と
の
交

会
点
を
起
点
と
し
、
順
次
同
市
道
、
市
道
東
五
区
百
九
十
一
号
線
、
市
道
東
五
区
五
十
三
号
線
、

市
道
東
五
区
三
十
八
号
線
、
市
道
東
五
区
六
号
線
、
市
道
東
五
区
百
九
十
二
号
線
、
県
道
東
海
田

広
島
線
、
市
道
南
一
区
松
原
京
橋
線
、
猿
猴
川
、
市
道
南
一
区
駅
前
吉
島
線
の
西
側
端
線
、
市
道

南
三
区
中
広
宇
品
線
、
市
道
南
三
区
三
号
線
、
市
道
南
三
区
七
号
線
、
市
道
南
三
区
二
号
線
、
県

道
広
島
海
田
線
、
市
道
南
三
区
十
三
号
線
、
市
道
南
三
区
十
四
号
線
、市
道
南
三
区
二
十
五
号
線
、

市
道
南
三
区
二
十
七
号
線
、
県
道
広
島
海
田
線
、
市
道
南
三
区
九
号
線
、
市
道
南
三
区
中
広
宇
品

線
、
市
道
南
一
区
十
二
号
線
、
猿
猴
川
、
県
道
広
島
海
田
線
、
市
道
南
一
区
駅
前
大
州
線
、
県
道

広
島
中
島
線
、
市
道
東
五
区
百
三
十
八
号
線
、
市
道
東
五
区
百
四
十
六
号
線
、
県
道
東
海
田
広
島

線
、
市
道
東
五
区
三
十
九
号
線
及
び
市
道
東
五
区
四
十
号
線
を
経
て
起
点
に
至
る
線
（
市
道
南
一

区
駅
前
吉
島
線
以
外
の
道
路
又
は
河
川
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
中
心
線
）
で
囲
ま
れ
た
区
域

令和年月日 水曜日 (号外特第号)官 報

第
二
条
の
表
備
考
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

仙
台
都
心
地
域
及
び
広
島
都
心
地
域

令
和
二
年
五
月
二
十
日

附
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（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
前
の
第
一
条
に
規
定
す
る
横
浜
山
内
ふ
頭
地
域
の
都
市
計
画
に
お
い
て
都
市
再
生
特
別
措

置
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
市
再
生
特
別
地
区
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
た
区
域
及
び
同
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
当
該
都
市
再
生
特
別
地
区
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
た
事
項
は
、
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
二
百
一
号
）
第
六
十
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
都
市
計
画
に
お

い
て
都
市
再
生
特
別
地
区
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域
及
び
当
該
都
市
再
生
特
別
地
区
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い

る
事
項
と
み
な
す
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

著
作
権
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
二
年
九
月
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
二
百
八
十
四
号

著
作
権
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、著
作
権
法
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物
に
係
る
登
録
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
令

和
二
年
法
律
第
四
十
八
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
著
作
権
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
百
十

三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

著
作
権
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
十
四
章

国
外
頒
布
目
的
商
業
用
レ
コ
ー
ド
の
輸
入
等
を
著
作
権
等
の
侵
害
と
み
な
す
期
間
（
第
六
十

六
条
）」を
「
第
十
四
章

著
作
権
等
の
侵
害
と
み
な
す
行
為
（
第
六
十
六
条
・
第
六
十
七
条
）」に
改
め
る
。

第
十
四
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
四
章

著
作
権
等
の
侵
害
と
み
な
す
行
為

第
六
十
六
条
に
見
出
し
と
し
て「（
国
外
頒
布
目
的
商
業
用
レ
コ
ー
ド
の
輸
入
等
を
著
作
権
等
の
侵
害
と
み
な
す
期

間
）」を
付
し
、
同
条
中
「
第
百
十
三
条
第
六
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
百
十
三
条
第
九
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
条
を

第
六
十
七
条
と
し
、
第
十
四
章
中
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
公
衆
へ
の
提
示
が
一
体
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
要
件
）

第
六
十
六
条

法
第
百
十
三
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、
送
信
元
識
別
符
号
の
う
ち
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お

い
て
個
々
の
電
子
計
算
機
を
識
別
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
部
分
が
共
通
す
る
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
（
同
項
に
規
定
す
る

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
集
合
物
の
一
部
を
構
成
す
る
複
数
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に

次
の
各
号
に
掲
げ
る
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
い
ず
れ
も
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

一

当
該
複
数
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
共
通
す
る
性
質
を
示
す
名
称
の
表
示
そ
の
他
の
当
該
複
数
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を

他
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
と
区
別
し
て
識
別
す
る
た
め
の
表
示
が
行
わ
れ
て
い
る
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

二

当
該
複
数
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
構
成
す
る
他
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
到
達
す
る
た
め
の
送
信
元
識
別
符
号
等
を
一

括
し
て
表
示
す
る
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
そ
の
他
の
当
該
複
数
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
一
体
的
な
閲
覧
を
可
能
と
す
る
措
置

が
講
じ
ら
れ
て
い
る
ウ
ェ
ブ
ぺ
ー
ジ

附

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

文
部
科
学
大
臣

萩
生
田
光
一

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

中
小
企
業
の
事
業
承
継
の
促
進
の
た
め
の
中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
二
年
九
月
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三
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